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■

六
日

会
期

（六
日
～
二
十

一
日
の
十
六
日
間
）
を
決
定
後
、

認

定
十
二
件
を
上
程
。

提
案
理
由
の
説
明
、

質
疑
の
後
、

決
算

特
別
委
員
会
を
設
置
し
、

委
員
会
へ
付
託
。

（委
員
会
の
メ

ン
バ
ー
は
別
記
の
と
お
り
）

次
に
、

議
案
二
十
件
が
上
程
さ
れ
、

提
案
理
由
の
説
明
、

質

疑
の
後
、

そ
れ
ぞ
れ
所
管
の
常
任
委
員
会
に
付
託
。

続
い
て
各
団
体

。
個
人
か
ら
提
出
さ
れ
た
陳
情
五
件
に
つ
い

て
所
管
の
委
員
会
に
付
託
。

■

七
日
～
十
日

体
会

■

十

一
日
～
ヤ
ニ
日
　

一
般
質
問

十

一
人
の
議
員
が
市
政
各
般
に
わ
た
り

一
般
質
問
を
行
っ

た
後
、

陳
情

一
件
を
上
程
し
、

所
管
の
委
員
会
に
付
託
。

（
一
般
質
問
ハ
イ
ラ
イ
ト
は
別
記
の
と
お
り
）

■

十
三
日
～
二
十
日

体
会

こ
の
間
、

各
常
任
委
員
会
に
お
い
て
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
議
案
、

陳
情
等
に
つ
い
て
審
査
。

■

】
一ヤ

一
日

認
定
十
三
件

・
陳
情

一
件
を
閉
会
中
の
継
続
審
査
と
し
た

後
、

各
常
任
委
員
長
が
審
査
経
過
、

結
果
に
つ
い
て
報
告
。

そ
の
後
、

質
疑
、

討
論
を
行
い
、

採
決
の
結
果
、

付
託
さ
れ

た
議
案

・
陳
情
に
つ
い
て
は
全
て
原
案
の
と
お
り
可
決
。

続
い
て
、

意
見
書
案
七
件
が
上
程
さ
れ
原
案
の
と
お
り
可
決
。

追
加
議
案
と
し
て

一
般
会
計
の
補
正
予
算

一
件
と
監
査
委
員

の
選
任
お
よ
び
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
関
す
る
人
事
条
件

二
件
が
上
程
さ
れ
、

原
案
の
と
お
り
可
決

・
同
意
し
て
第
四

回
定
例
会
を
閉
会
。



【2】一 市議会だよ

【認
定
】

認
定
第
１
号

認
定
第
２
号

認
定
第
３
号

認
定
第
４
号

認
定
第
５
号

認
定
第
６
号

認
定
第
７
号

認
定
第
８
号

認
定
第
９
号

認
定
第
１０
号

認
定
第
■
号

認
定
第
１２
号

認
定
第
１３
号

【棄

】

議
案
第
６３
号

議
案
第
６４
号

議
案
第
６５
号

議
案
第
６６
号

議
案
第
６７
号

議
案
第
６８
号

議
案
第
６９
号

議
案
第
７０
号

議
案
第
７．
号

議
案
第
７２
号

議
案
第
７３
号

議
案
第
７４
号

平
成
セ
年
度
小
浜
市
一般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

平
成
１２
年
度
小
浜
市
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

平
成
１２
年
度
小
浜
市
加
斗
財
産
区
運
営
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

平
成
１２
年
度
小
浜
市
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

平
成
１２
年
度
小
浜
市
駐
車
場
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

平
成
１２
年
度
小
浜
市
老
人
医
療
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

平
成
ツ
年
度
小
浜
市
下
水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

平
成
１２
年
度
小
浜
市
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

平
成
１２
年
度
小
浜
市
漁
業
集
落
環
境
整
備
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

平
成
１２
年
度
小
浜
市
西
津
東
部
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

に
つ
い
て

平
成
１２
年
度
小
浜
市
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

平
成
１２
年
度
小
浜
市
国
民
宿
含
事
業
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

平
成
１２
年
度
小
浜
市
水
道
事
業
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

平
成
１３
年
度
小
浜
市
一般
会
計
補
正
予
算
（第
３
号
）

平
成
１３
年
度
小
浜
市
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（第
１
号
）

平
成
１３
年
度
小
浜
市
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（第
２
号
）

平
成
１３
年
度
小
浜
市
漁
業
集
落
環
境
整
備
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（第
１
号
）

平
成
１３
年
度
小
浜
市
西
津
東
部
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（第
１
号
）

平
成
１３
年
度
小
浜
市
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（第
１
号
）

平
成
１３
年
度
小
浜
市
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（第
１
号
）

小
浜
市
退
隠
料
等
条
例
等
の
一部
改
正
に
つ
い
て

小
浜
市
の
公
の
施
設
の
設
置
お
よ
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一部
改
正
に
つ
い
て

小
浜
市
の
公
の
施
設
の
使
用
条
例
の
一部
改
正
に
つ
い
て

小
浜
市
公
の
施
設
の
管
理
委
託
に
関
す
る
条
例
の
一部
改
正
に
つ
い
て

小
浜
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金
条
例
全
部
改
正
に
つ
い
て

市

長

継
続
審
査

原
案
可
決

6日

7～ 10日

1 1～1 2日

1 3～2 0日

2 1日

休

本会議
会期決定、議案儲 月め上程、質疑、
決算特別委員会設置および委員会付託、
決算特別委員会委員の選任、
議案 (予算 ・条例等)上 程、質疑、
委員会付託 (議案 ,陳情)

▲
‐

本会議 (一般質問)
陳情上程、委員会付託

体 会 (委員会審査)

本会議
閉会中の継続審査、常任委員長報告、
質疑、討論、採決
意見書案上程、採決
追加議案上程、採決

中
　
野

健

一
郎

中
　
村
　
千
代
子

池

田

英

之

西

本

正

俊

荒

木

　

　

弘

小

堂

清

之

宮
　
崎
　
治
宇
蔵

水

尾

源

二



市議会だよリー

○
監
査
委
員
の
選
任
に
同
意

河
　
村
　
　
　
一旦

氏

喬
川
Ｕ

Ｏ
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
同
意

前

川

久

子

曇

藝

百

）

【3】

嶺
南
八
市
町
村
の
議
会
が
近
敦
線
の

建
設
促
連
に
向
け
て
意
見
書
を
提
出

道
降
四
公
団
の
分
割
民

営
化
案
が
発
表
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、嶺

南
人
市
町
村

の
議
会
で
は
、直

ち
に
九
月

定
例
会
に
お
い
て
建
設
促

進
を
求
め
る
意
見
書
を
可

決
。

通
常
は
、そ

れ
ぞ
れ
の

議
会
か
ら
関
係
行
政
庁
ヘ

郵
送
に
よ
り
意
見
書
を
提

出
す
る
と
こ
ろ
で
す
が
、十

月
九
日
、嶺

南
人
市
町
村

の
議
長
が
上
京
し
、

近
敦

線
の
整
備
を
図
る
こ
と
を

強
く
要
望
し
ま
し
た
。

（意
見
書
の
要
旨
は
別
記

記
載
の
と
お
り
）

議 難|お

団 個

体 人

|

掬
，■貫

議
案
第
７５
号

議
案
第
７６
号

議
案
第
７７
号

議
案
第
７８
号

議
案
第
７９
号

議
案
第
８０
号

議
案
第
８‐
号

議
案
第
８２
号

議
案
第
８３
号

議
案
第
８４
号

【諮
問
】

諮
問
第
１
号

【陳
情
】

陳
情
第
７
号

陳
情
第
８
号

陳
情
第
９
号

陳
情
第
１０
号

陳
情
第
１１
号

陳
情
第
１２
号

【意
見
豊
邑

意
見
書
案
第
５
号

意
見
書
案
第
６
号

意
見
書
案
第
７
号

意
見
書
実
第
８
号

意
見
書
案
第
９
号

意
見
書
案
第
１０
号

意
見
書
案
第
１１
号

小
浜
市
市
税
条
例
の
一部
改
正
に
つ
い
て

小
浜
市
社
会
教
育
委
員
設
置
条
例
全
部
改
正
に
つ
い
て

小
浜
市
食
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

小
浜
市
サ
イ
ク
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
設
置
お
よ
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一部
改
正
に
つ
い
て

小
浜
市
営
公
園
の
設
置
お
よ
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一部
改
正
に
つ
い
て

一般
廃
棄
物
の
撤
去
に
関
す
る
利
解
に
つ
い
て

小
浜
市
道
路
線
の
変
更
お
よ
び
廃
止
に
つ
い
て

福
井
県
市
町
村
非
常
勤
職
員
公
務
災
害
補
償
組
合
の
共
同
処
理
す
る
事
務
の
変
更
お
よ
び
同
組

合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

平
成
１３
年
度
小
浜
市
一般
会
計
補
正
予
算
（第
４
号
）

監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

子
供
の
医
療
費
助
成
制
度
拡
充
に
対
す
る
陳
情
書

小
中
高
等
学
校
「
３０
人
以
下
学
級
」
の
推
進
等
を
求
め
る
陳
情
書

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
を
求
め
る
陳
情
書

道
路
改
良
事
業
の
「納
得
で
き
る
」
必
要
理
由
提
示
等
に
関
す
る
陳
情
書

公
務
員
労
働
者
の
新
賃
金
早
期
決
定
に
つ
い
て
の
陳
情
書

Ｗ
Ｔ
Ｏ
農
業
交
渉
へ
の
意
見
反
映
を
求
め
る
陳
情
書

義
務
教
育
就
学
前
の
子
供
に
対
す
る
医
療
費
無
料
制
度
の
改
善
を
求
め
る
意
見
書

国
民
健
康
保
険
療
養
費
国
庫
負
担
金
の
調
整
の
廃
止
を
求
め
る
意
見
書

小
中
高
等
学
校
「
３０
人
以
下
学
級
」
の
推
進
等
に
関
す
る
意
見
書

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
に
関
す
る
意
見
書

公
務
員
労
働
者
の
新
賃
金
早
期
決
定
に
関
す
る
意
見
書

Ｗ
Ｔ
Ｏ
農
業
交
渉
へ
の
意
見
反
映
に
関
す
る
意
見
書

高
規
格
幹
線
道
路
（近
畿
自
動
車
道
敦
賀
線
）
の
建
設
促
進
に
関
す
る
意
見
書

団
　
体

議
　
員

原
案
同
意

採

択

原
案
可
決

″

寮
畳

″



一 市議会だよ 【Z早】

A‐イラ|イト

9月 定例会の一般質問は、11日 ・12日 の両

日に行われ、山本議員をはじめ池尾、清水、

西本、石野、宮崎、深谷、石橋、池田、荒木、

岡尾の各議員が市政告般にわたり質問を行い

ました。

(質問と答弁の主な要旨は次のとおり)

①
舞
鶴
東
か
ら
小
浜
西
イ
ン

タ
ー
ま
で
の
工
事
進
捗
に
つ

②
小
浜
西
イ
ン
タ
ー
か
ら
敦
賀
ま

で
の
正
事
予
定
に
つ
い
て

Ａ
Ａ

約
殻
廟
均

繭
取
軸
弾
軸
灘
憾

建
設
お
よ
び
管
理
に
つ
い
て
、

現

在
建
設
中
の
事
業
の
凍
結
等
に
よ

る
事
業
量
の
削
減
の
措
置
を
講
じ

る
な
ど
、

見
直
し
案
を
公
表
し
た
。

一
方
、

国
土
交
通
省
は
、

現
行
整

備
区
間
に
つ
い
て
は
採
算
性
確
保

の
た
め
の
措
置
を
講
じ
つ
つ
適
切

に
整
備
を
進
め
、

現
行
整
備
区
問

を
越
え
る
区
間
に
つ
い
て
は
同
省

の
直
轄
事
業
な
ど
、

新
た
な
整
備

手
法
を
含
め
て
検
討
中
と
し
て
い

る
。

舞
鶴
東
イ
ン
タ
ー
か
ら
小
浜

西
イ
ン
タ
ー
ま
で
は
、

工
事
進
捗

率
が
七
十
人
％
に
達
し
て
お
り
、

十
五
年
春
の
供
用
開
始
に
向
け
て

順
調
に
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

②
平
成
十
年
に
施
行
命
令
が
出
さ

れ
、

中
心
線
測
量
や
地
質
ボ
ー
リ

ン
グ
調
査
を
終
え
て
、

地
元
設
計

協
議
が
始
め
ら
れ
て
い
る
。

国
土

交
通
省
の
方
針
で
は
、

現
行
整
備

区
間
は
現
行
制
度
の
下
で
整
備
す

る
と
し
て
い
る
が
、

小
泉
首
相
の

構
造
改
革
の
下
で
整
備
手
法
が
変

更
さ
れ
た
場
合
は
、

少
な
か
ら
ず

影
響
は
遊
け
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、

近
畿
自
動
車
道
敦
賀
線
は
若
狭
地

域
の
観
光
開
発
や
産
業

。
経
済

・

文
化
の
振
興
さ
ら
に
は
医
療
の
充

実
な
ど
、

地
域
の
発
展
に
欠
く
こ

と
の
で
き
な
い
高
速
道
路
で
あ
り
、

既
に
県

・
嶺
南
市
町
村
で
は

一
九

と
な
っ
て
国
へ
の
働
き
か
け
を
行

っ
て
い
る
。

サ
イ
ク
ル
な
ど
の
観
光
機
能
を
合

わ
せ
持
つ
複
合
施
設
と
し
て
建
設

し
た
も
の
で
あ
り
、

本
施
設
と
市

内
の
福
祉

・
医
療

・
保
健
等
の
施

設
と
の
連
携
強
化
を
図
り
、

福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
位

置
付
け
た
い
。
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
東
小

浜
駅
に
つ
い
て
は
、

周
辺
が
国
宝

級
の
寺
社
仏
閣
が
集
中
す
る
若
狭

地
域
の
歴
史
と
文
化
の
中
心
地
で

あ
る
こ
と
か
ら
、

観
光
の
玄
関
日

と
し
て
の
機
能
が
発
揮
で
き
る
よ

う
に
と
考
え
て
い
る
。

②
施
設
へ
入
る
社
会
福
祉
協
議
会
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
協
議

を
重
ね
、

そ
れ
ぞ
れ
の
占
有
す
る

事
務
所
に
要
す
る
光
熱
水
費
な
ど

の
維
持
管
理
費
は
、

各
部
屋
の
面

積
で
按
分
し
、

負
担
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

施
設
の

管
理
に
つ
い
て
は
、

昼
間
の
受
付

け
等
に
つ
い
て
は
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
ヘ
、

電
気

・
夜
間
警
備

等
に
つ
い
て
は
専
門
の
業
者
に
委

託
す
る
。食

の
ま
ち
づ
く
り
拠
点
施
設

と
周
辺
整
備
に
つ
い
て

Ａ
Ａ

雑
拘
残
”
岬
志
脚
誰
瑯
鞭
勝

に
つ
い
て
は
、

若
狭
路
博
の
メ
イ

ン
会
場
と
な
っ
て
い
る
外
港
地
区

を
そ
の
設
置
場
所
と
考
え
て
お
り
、

施
設
建
設
を
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
問

に
合
わ
せ
た
い
。

周
辺
整
備
の
主

な
も
の
と
し
て
は
、

駅
前
広
場
の

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
設
置
、

歩
道
の

整
備
、

小
浜
駅
前
交
差
点
の
右
折

車
線
の
整
備
、

案
内
看
板
の
設
置

等
を
検
討
し
て
い
る
。
ま
た
、

中

心
市
街
地
の
整
備
と
し
て
は
、

駅

通
り
の
歩
道
整
備
や
海
岸
道
路
、

メ
イ
ン
会
場
へ
至
る
街
路
灯

・
衛

路
樹
な
ど
の
整
備
に
努
め
る
。

駅

通
り
商
店
街
に
つ
い
て
は
、

小
浜

駅
通
り
商
店
街
ア
ー
ケ
ー
ド
の
整

備
等
を
検
討
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

県
に
お
い
て
第
七
次
海
岸
整
備
事

業
が
、

平
成
十
五
年
度
か
ら
五
か

年
で
計
画
さ
れ
て
お
り
、

日
吉
区

ぞQ

〔Ч
的輸蜘輸ネ岬軸辺地域の

②
維
持

・
管
理
方
法
に
つ
い
て

①
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、

鉄
道
利
用
の
促
進
、

レ
ン
タ

線敦近

小浜市総合福祉センター


